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Abstract
In order to promote the use of organic gardening with a low impact on the 
environment, we researched the following, focusing on utilizing local waste 
materials: 1) development and diffusion of bamboo chip compost, 2) use of 
bamboo chips in gardens 3)the use of clipped tree branches, made by the public 
facility EcoPlaza Tama, for soil enrichment.
The results of our research showed that bamboo chips could be used as the basic 
material for cardboard box compost, and that they could also be used successfully 
as mulching material to protect against weeds and frost. In addition, like the 
bamboo chips, the soil enriching materials made by EcoPlazaTama could also be 
successfully used as mulching material. For the future, it is necessary to study how 
to use the produced manure, in order to spread the use of bamboo chip cardboard 
box compost in the community. It is also necessary to research the detailed use, for 
example the thickness or the period, in order to promote the use of bamboo chip or 
soil enrichment materials as mulch.




























































試験区① ９５ 　５ ０
試験区② ９０ １０ ０
試験区③ ７５ ２５ ０
試験区④ ９５ 　０ ５
試験区⑤ ９０ 　５ ５
試験区⑥ ８５ １０ ５
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表4　キャンパスの花壇等における竹チップおよび土壌改良材の使用状況
竹チップ　





























2013年秋 尾根幹線　東側 防草 300～350kg 指2本分くらいの厚みで、全体に撒いた。
2014年1月中～

















時期 花壇 目的 施用量 状況











2012年12月28日 駅前 防草、霜よけ 100kg
2012～13年冬 ケヤキの下 防草、盛り土 20～30kg









































































2014年2～3月 ロックガーデン 防草 100～150kg
2014年2～3月 シェードガーデン 防草 200～250kg
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　　なお、本研究で供試している土壌改良材は、エコプラザ多摩（資源化セン
ター）において、多摩市内の公園・学校・街路樹の公共施設で剪定した草枝
を粉砕し、米ぬかや発酵菌を混ぜて１次発酵させ、６カ月間発酵・熟成させ
たものである。製造された土壌改良材は、市内の公園や学校、また農家や
市民に無料配布されている。
　　使用する場合は、土壌の20％程度とし、よく混ぜ合わせる必要がある。
完熟品ではないので２次発酵が起こり、植物の根を発酵熱で枯らす恐れが
あるので注意が必要である。
まとめ
　地域資源活用の視点から、まず竹チップに着目し、研究してきた。その結
果、竹チップは段ボールコンポストの基材として活用できることが明らかに
なった。今後は、これを広く地域へ広めていくために、具体的な方策を検討
したい。「できた堆肥をどのように使うか」は特に「いのちともの循環」を考え
る上で、重要なテーマである。ガーデンでの利用についても検討していきた
い。
　竹チップのガーデンでの有効活用については、竹チップをマルチ材とし
て使用した結果、雑草防除だけでなく、霜よけ効果があることが確認された。
エコプラザ多摩の土壌改良材についても同様な結果であった。2014年度は、
竹チップについてマルチ資材として用いる際の具体的な厚さなどを実験す
る予定である。
